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漢
和
辞
典
に
お
け
る
慣
用
音
の
規
範

一
　
は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
日
本
漢
字
音
に
は
、
古
音

・
呉
音

。
漢
音

・
新
漢
音

・
唐
音

・

宋
音
等
の
ほ
か
、
慣
用
音
と
呼
ば
れ
る

一
群
の
字
音
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
慣
用
音
は
、
呉
音
や
漢
音
等
と
同
列
の
も
の
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
機
会

が
甚
だ
少
い
存
在
で
あ
る
。

何
故
な
ら
第

一
に
、
慣
用
音
は
か
な
り
時
代
が
下

っ
て
か
ら
人
為
的
に
確

立
さ
れ
た
字
音
カ
テ
ゴ
リ
だ
か
ら
で
あ
る
。
小
川
環
樹
ほ
か
編

『晩
新
字
源

〔改
訂
版
こ

（角
川
書
店

一
九
九
四
、
以
下

『新
字
源
し

の
記
述
に
基
け
ば

「大
正
以
後
で
き
た
」
も
の
、
更
に
湖

っ
て
も
精
々
、
「
明
治
以
後
に
演
繹
的

な
字
音
形
と
帰
納
的
な
字
音
形
の
矛
盾
を
処
置
す
る
方
便
と
し
て
枠
付
け
さ

れ
た
概
念
」
（沼
本

一
九
九
六
、
傍
線
引
用
者
）
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
、

何
れ
に
し
て
も
近
代
以
降
に
枠
づ
け
さ
れ
た
も
の
と
い
う
点
に
変
り
は
な
い
。

第
二
と
し
て
は
、
高
松

（
一
九
八
二
）
や
湯
沢

（
一
九
八
七
）
等
が
述
べ

る
よ
う
に
、
慣
用
音
が
漢
和
辞
典
出
自
の
術
語
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ

鳩

野

恵

介

り
、
た
め
に
、
改
め
て
設
け
る
こ
と
の
不
毛
が
言
わ
れ
も
す
る
。

ま
た
第
三
に
は
、
慣
用
音
が
否
定
命
題
の
も
と
に
存
立
せ
ざ
る
を
得
な

か

っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
ず
呉
音
や
漢
音
の
音
形
を
韻

図
等
か
ら
演
繹
的
に
導
き
出
し
、
そ
し
て
そ
の
理
想
の
音
形
か
ら
外
れ
る
も

の
を

一
律
に
慣
用
音
と
認
定
し
た
。
要
す
る
に
、
「
理
想
的
な
呉
音
や
漢
音
、

唐
音
等
で
は
な
い
も
の
」
と
い
う
定
義
か
ら
出
発
し
た
の
が
慣
用
音
な
の
で

あ

っ
て
、
そ
れ
故
慣
用
音
が
雑
多
な
字
音
カ
テ
ゴ
リ
と
な
る
の
は
極
め
て
当

然
の
事
で
あ
る
。
同
様
の
見
解
は
高
松

（
一
九
八
二
）
で
も
既
に
示
さ
れ
て

い
る
が
、
高
松
氏
は
、
慣
用
音
は

「韻
図
よ
り
創
出
せ
る
規
範
音
に
合
致
せ

ざ
る
も
の
」
で
あ
る
為
、
「
そ
れ
と
は
全
然
対
瞭
的
な
る
現
実
主
義
、
帰
納

法
の
立
場
に
立
て
ば
、
そ
れ
は
自
然
消
滅
す
る
も
の
で
し
か
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。
実
際
に
行
わ
れ
た
の
は
、
漢
音
で
あ
り
、
呉
音
で
あ

っ
た
。
後
で
は

そ
れ
に
唐
宋
音
が
若
干
加
わ
る
こ
と
が
あ
る
」
（六
八
四
頁
）
と
述
べ
、
慣

用
音
不
要
の
旗
峨
を
鮮
明
に
し
た
。
し
か
し
、
「
慣
用
音
に
よ

っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
」
漢
菫子

（湯
沢

一
九
八
七
、
九
十
五
頁
。
傍
点

マ
マ
）
も
存
す
る



た
め
に
、
漢
和
辞
典
か
ら
慣
用
音
の
枠
組
を
完
全
に
除
き
去
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

そ
こ
で
沼
本

（
一
九
九
六
）
は
慣
用
音
を
、
沢

一
）
『
慣
用
音
』
と
さ
れ

て
来
た
も
の
が
、
実
は
呉
音

・
漢
音
そ
の
も
の
で
あ
る
も
の
」
、
只
一
じ

正

に

『
慣
用
音
』
そ
の
も
の
で
あ
る
も
の
」
の
二
種
に
大
別
し
た
。
「
現
実
主

義
」
に
立
脚
す
れ
ば
、
慣
用
音
は

（
一
）
に
解
消
出
来
る
為
、
次
章
で
述
べ

る
よ
う
な
個
別
的
慣
用
音
論

（慣
用
音
批
判
論
）
が
展
開
さ
れ
る
事
に
な
る
。

ま
た

（
二
）
は
、
同
語
反
復
の
様
で
は
あ
る
が
、
「
中
国
語
音
の
問
題
で
は

な
く
純
粋
に
日
本
側
の
事
情
に
よ
る
」
も
の

（沼
本
同
前
）
と
再
定
義
さ
れ

る
。
さ
す
れ
ば
慣
用
音
を
不
要
と
す
る
立
場
に
於
い
て
は
、
公
し

を
如
何

に
処
理
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
新
た
に
生
ず
る
が
、
慣
用
音
の
概
念
を
縮

小
し
て
、
公
こ

の
み
を
慣
用
音
と
認
め
る
立
場
も
あ
り
得
る
。
た
と
え
ば

若
松

（
一
九
九
九
）
は
、
そ
の
立
場
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

稿
者
も
そ
の
立
場
を
択
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
「
日
本
側
の

事
情
」
を
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
佐
藤

（
一
九
九
八
）
等

も
述
べ
る
よ
う
に
、
「
日
本
側
の
事
情
」
が
果
し
て
ど
こ
ま
で
関
与
し
て
い

る
の
か
と
い
う
判
断
基
準
は
、
漢
和
辞
典
に
よ

っ
て
区
々
な
の
で
あ
る
。

そ
の
問
題
に
つ
い
て
出
来
る
限
り
具
体
的
に
述
べ
、
漢
和
辞
典
に
お
け
る

慣
用
音
の
定
義
の
見
直
し
を
行
お
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

一
一　
慣
用
音
の
二
つ
の
定
義

先
述
の

『
新
字
源
』
は
、
附
録
に

「
慣
用
音
に
つ
い
て
」
な
る
章
を
収
め

て
い
る
。
そ
こ
に
慣
用
音
の

一
例
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
。
「
た

と
え
ば
停
は

（特
丁
切
だ
か
ら
）
中
国
の
声
母
は
定
母

〔ご
↓

で
、
漢
音

は
テ
イ
、
正
規
の
呉
音
は
濁
音
と
な

っ
て
ジ

ョ
ウ

（
ヂ
ャ
ウ
）
の
は
ず
だ
の

に
、
停
止
を
チ
ョ
ウ

（
チ
ャ
ウ
）
ジ
と
よ
む
場
合
が
あ

っ
た
の
は
原
則
に
は

ず
れ
る
」
。
よ

っ
て
、
「
停
チ
ョ
ウ
」
を

「
慣
用
音
と
み
な
」
し
た
と
い
う
。

青
韻
定
母
字

「
停
」
の

「
ヂ
ャ
ウ
ー
テ
イ
」
（呉
音
―
漢
音
）
な
る
対
立
相

は
、
韻
母
の
相
違

（青
韻
字
は
呉
音
系
で
拗
音
形

「
ｉ
ャ
ウ
」
―
―
イ
列
音

十
ヤ
ウ
、
以
下
同
様
―
―
と
な
り
、
漢
音
系
で

「
ｅ
イ
」
と
な
る
。
註
５
参

看
）
と
全
濁
声
母
の
全
清
音
化

（唐
代
の
官
話
系
方
音
に
起

っ
た
変
化
）
と

を
踏
ま
え
た
結
果
に
想
定
さ
れ
る
音
形
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
声
母
の
清

濁
の
別
が
捨
象
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

「
停
止
」
の
熟
字
も
、
古
今
に
依

つ
て
、
其
讀
方
の
相
違
が
あ
る
。

一
、
「
鳴
物
停
止
」
な
ど
、
従
前
は

「
…
チ
ャ
ウ
ジ
」
と
呉
音
讀
に
し

た
。

二
、
「
嚢
行
停
止
」
な
ど
、
現
今
は

「
…
テ
イ
シ
」
と
漢
音
讀
に
す
る
。

（安
達
常
正

『構
漢
字
ノ
研
究

〔訂
正
再
版
ご

六
合
館

一
九
〇
九
、　
一

七
四
頁
）

但
し
こ
の
頃
は
、
「慣
用
音
」
な
る
術
語
が
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か

っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
為
、
全
濁
声
母
の
清
濁
が
即
呉
漢
音
の
別
に
対

応
す
る
と
い
う
共
通
認
識
も
然
程
根
づ
い
て
は
い
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
は
、
全
濁
声
母
が
呉
音
は
濁
り
漢
音
は
清
む
と
い
う

一
般
化
は
出
来
な

い
。
た
と
え
ば
和
刻
本

『韻
鏡
』
で
は
、
こ
の
対
応
関
係
が
必
ず
し
も
厳
守



さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
漢
和
辞
典
に
お
け
る
暗
黙
の
諒
解
事
項
と
し
て
、

全
濁
声
母
が
漢
音
系
で
濁

っ
た
り

（あ
る
い
は
呉
音
系
で
清
ん
だ
り
）、
次

濁
声
母
が
清
ん
だ
り
、
全
清

・
次
清
声
母
が
濁
っ
た
り
す
る
も
の
は
徹
底
し

て
慣
用
音
と
認
め
る
傾
向
に
あ
る
。

な
お
岡
本

（
一
九
九

一
）
は
、
羅
常
培
の
説
を
引
き
つ
つ
、
全
清

・
全
濁

声
母
が
熾
建
方
音
等
で
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
た
事
実
に
言
及
し
て
お
り

（二

三

一
頁
）
、
声
母
の
清
濁
の
別
が
日
本
漢
字
音
に
完
全
に
対
応
す
る
こ
と
に

も
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
も
呉
音
や
漢
音
の
認
定
基
準
に

さ
え
曖
昧
な
点
が
あ
る
為
に
、
慣
用
音
と
呼
び
習
わ
さ
れ
る
字
音
の
中
に
は
、

い
か
に
も
漢
音
的
な
も
の
や
、
い
か
に
も
呉
音
的
な
も
の
が
含
ま
れ
る
事
に

な
る
。
前
章
で
触
れ
た
沼
本
氏
の
分
類
事
項

（
一
）
に
対
す
る
内
在
的
批
判

は
、
そ
の
不
徹
底
な
基
準
を
矯
め
る
所
か
ら
始
ま
る
。

慣
用
音
批
判
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
有
坂

（
一
九
四
〇
）
で
あ
る
。
そ
こ

で
有
坂
は
、
「唐
代
の
西
北
支
那
方
言
で
は
、
明
母

・
泥
母
の
頭
音
は
、　
一

般
に
は

〔８
こ

〔ｏ
２

の
や
う
に
嚢
音
さ
れ
た
が
、
〔ヨ
〕
Ｔ
〕
ｇ
〕
の
や

う
な
鼻
音
で
終
る
音
節
で
は
、
尾
音
の
影
響
を
受
け
て
、
純
鼻
音

〔Ｂ
〕

Ｔ
〕
の
形
で
嚢
音
さ
れ
る
傾
向
が
有

つ
た
ら
し
い
」
曾
一七
〇
頁
）
と
述
べ
、

「明
メ
イ
」
「鳴
メ
イ
」
「命
メ
イ
」
「名
メ
イ
」
忍
早
ネ
イ
」
等
の
字
音
は
慣

用
音
で
は
な
く
、
由
緒
正
し
い
漢
音
で
あ
る
と
論
じ
た
。
さ
ら
に
有
坂

（
一

九
四
二
）
は
、
豪
韻

（
一
等
）
唇
音
字
が

「
ａ
ウ
」
で
は
な
く

「
ｏ
ウ
」
と

な
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
後
舌
母
音
が
声
母
の
影
響
を
受
け
て
丸
め
を
帯
び

て

♂
〕
類
に
な
る
か
ら
で
、
こ
れ
も
異
例
に
は
当
ら
な
い
と
述
べ
た
。

そ
の
後
も
個
別
的
な
慣
用
音
批
判
は
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
沼
本

（
一
九

八
二
）
は
、
侯
韻
明
母
字
が
短
呼
に
な
る
現
象

（母
ボ
、
畝
ボ
な
ど
）
は
、

中
国
本
土
で
当
該
字
が
模
韻
に
合
流
し
た
の
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
慣
用
音
で
は
な
く
漢
音
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
し

（八
二
三
―
四

九
頁
）
、
ま
た
岡
本

（
一
九
九

一
）
は
、
佳
泰
夫
韻
字
が

「
ａ
イ
」
で
は
な

く
晨
々

「
ａ
」
と
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
、
慣
用
音
で
は
な
く
、
中
国
側
の
音

韻
変
化
に
起
因
す
る
も
の
と
結
論
し
た

（二
二
九
―
五
八
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
慣
用
音
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
再
検
証
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
呉
音
や
漢
音
に
還
元
す
る
の
は
個
別
論
と
し
て
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
原
田

（
一
九
八
九
）
が

「百
姓
読
み

・
俗
音

・
誤
読
」
を

「慣

用
音
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
」
と
述
べ
、
『新
字
源
』
に
至
っ
て
は
、
「慣

劇
割
淵
剰
創
馴
矧
川
調
訓
調
引
川
刊
日
引
句
例
で
ヽ
こ
と
に
期
割
ョ
「
ｑ
割
翻
川
引
引

類
推
さ
れ
た
誤
り
が
最
も
多
い
」
と
述
べ
る
と
お
り
、
誤
類
推
に
よ
っ
て
生

じ
た
字
音
こ
そ
が
、
世
間

一
般
に
は
い
か
に
も
慣
用
音
で
あ
る
と
い
う
印
象

を
抱
か
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
漢
和
辞
典
の
範
囲
外
で
は
、
沼
本

氏
の
分
類
で
い
う

（二
）
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
、
誤
読
に
基
く
も
の
が
主

に
慣
用
音
と
し
て
認
知
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に

「百
姓
読
み
」
が
慣
用
音

と
明
確
に
区
別
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
新
村
出

『言
苑

〔戦
後
版
Ｌ

（博
友
社

一
九
四
九
）
は
、
「慣

用
音
」
を

「正
格
で
は
な
い
が
、
普
通
に
使
用
せ
ら
れ
る
字
音
。
「耗
」
を

「
マ
ウ
」
、
「輸
」
を

「
ユ
」
と
す
る
類
」
と
説
き
、
「百
姓
読
み
」
を

「漢
字

を
芳

（
ツ
ク
リ
）
な
ど
に
よ
っ
て
讀
む
こ
と
。
絢
爛

（ケ
ン
ラ
ン
）
を
じ
ゅ

ん
ら
ん
と
読
む
類
」
と
説
く
。
だ
が
、
「耗
」
を

「
マ
ウ
」
、
「輸
」
を

「
ユ
」

と
読
む
の
も
芳
の
誤
類
推
に
因
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は

「百
姓
読



み
」
と
も
看
倣
せ
る
た
め
、
両
者
の
間
に
裁
然
た
る
区
別
は
な
い
と
言
え
る
。

他
書
の
記
述
も
大
同
小
異
で
、
た
と
え
ば

「慣
用
音
」
を

「
正
し
か
ら
ざ

れ
ど
、
普
通

一
般
に
使
用
せ
ら
る
ゝ
字
音
、
例

へ
ば
輸
を

「
ゆ
」
と
し
喫
を

「
き

つ
」
と
す
る
類
」
（金
澤
庄
二
郎

『廣
辞
林

〔新
訂
版
こ

〓
一省
堂

一
九

五
二
）
と
し
、
「
百
姓
讀
」
を

「
漢
字
を
労
に
よ
り
て
あ
て
讀
み
す
る
こ
と
」

（同
前
）
と
説
明
す
る
も
の
、
「
カ
ク
ラ
ン

（攪
乱
―
引
用
者
と
、
『
シ
ョ
ウ

モ
ウ

（消
耗
―
引
用
者
と
、
『
ネ
ツ
ゾ
ウ

（捏
造
―
引
用
者
と

な
ど
は
、
す

で
に
慣
用
音
と
し
て
公
認
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
も
あ
る
」
（大
西
巨
人

『
神
聖
喜
劇

第

一
巻
』
光
文
社
文
庫
、
二
五
二
頁
）
と
記
述
す
る
も
の
な
ど
、

「慣
用
音
」
は
主
と
し
て
芳
に
引
か
れ
る
な
ど
し
た
訛
音
を
指
す
の
が
普
通

で
あ
る

（「
喫
キ
ツ
」
は
や
や
例
外
的
で
あ
る
）。

一
般

に
通
用
す
る
所
の

「
慣
用
音
」
と
、
漢
和
辞
典

に
お
け
る

「慣
用

音
」
と
に
は
、
斯
か
る
運
庭
が
あ
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿

で
考
察
の
対
象
と
す
る
慣
用
音
は
、
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
後
者
の

最
大
公
約
数
的
な
定
義
を
指
し
て
い
る
。

で
は
敢
え
て
、
漢
和
辞
典
に
お
け
る
慣
用
音
を
直
裁
的
に
定
義
す
る
と
す

れ
ば
、
如
何
な
る
定
義
が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を

「中
国
原
音
に
は
基
か
な
い
音
」
と
だ
け
定
義
す
る
と
、
事
情
は

却

っ
て
複
雑
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
ま
ず

「
日
本
で
の

『
百
姓
読
み
』
と
中

国
本
土
で
の

〈諧
声
符
読
み
〉
が
、
た
ま
た
ま
同
じ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得

る
か
ら
」
で
あ
る
し

（岡
島

一
九
九
〇
）
、
個
別
的
に
は
、
た
と
え
ば
蟹
摂

齊
韻

（主
に
舌
歯
音
系
）
や
梗
摂
庚
耕
清
青
韻
な
ど
、
核
母
音
に

〔ε

〔じ

（５
）

を
有
す
る
音
節
の
呉
音
形
が

「
ａ
イ
」
と
実
現
さ
れ
た
り
、
通
摂
東
韻

（三

等
）
、
遇
摂
虞
韻
、
流
摂
尤
韻

の
舌
歯
音
系

の
仮
名
表
記
が

「
シ
ウ
」
「
シ

ュ
」
「
シ
ュ
ウ
」
翁
チ
ウ
」
「
チ
ユ
」
「
チ
ユ
ウ
し

と
揺
れ
た
り
す
る
こ
と
、

ま
た
、
（特
に
舌
内
入
声
の
場
合
に
つ
い
て
後
に
述
べ
る
よ
う
に
）
子
音
終

り
の
音
節
を
開
音
節
化
さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
国
語
内
の
問
題
で

あ

っ
て
、
や
は
り

「中
国
原
音
に
は
基
か
な
い
」
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
定

義
と
し
て
は
何
れ
に
せ
よ
不
分
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

〓
一　
慣
用
音
の
定
義
―
―

『詳
解
漢
和
大
字
典
』
の
記
述
を
中
心
に

「慣
用
音
」
の
術
語
と
し
て
の
初
出
は
直
ち
に
断
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い

が

（岡
本

一
九
九

一
は
、　
一
九

一
〇
年
発
行
の

『
熟
語
集
成
　
漢
和
大
辞

典
』
か
と
す
る
）
、
高
松

（
一
九
八
二
）
に
よ
る
と
、
濱
野
知
二
郎
輯
著

『新
訳
漢
和
大
辞
典
』
２

九

一
二
）
が
そ
れ
に
言
及
す
る

「
最
も
早
い
時
期

の
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。
同
書
に
は

「漢
音

・
呉
音
の
外
、
現
今
普
通
に

用
い
ら
る
る
音
は
、
慣
用
音
と
し
て
之
を
記
入
し
」
た
と
あ
る
が
、
慣
用
音

に
就
い
て
の
記
述
は
そ
れ
の
み
に
止
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
簡
野
道
明

『字
源
』
（千
代
田
書
院

一
九
二
二
、
以
下

『
字
源
し

の
凡
例
に
は
、
「
字
音

は
、
漢

・
呉
雨
音
を
拉
記
し
、
其
の
両
音
共
通
の
も
の
は
、
軍
に

一
音
を
掲

げ
、
又
従
来
慣
用
の
音
を
ば
、
通
音
と
し
て
其
の
條
下
に
標
記
し
、
且
文
字

に
よ
り
て
は
、
唐
音

・
宋
音
を
も
併
記
せ
り
」
と
あ
り
、
同
書
が
慣
用
音
を

「
通
音
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
や
は
り
そ
れ
以
上
の
説
明

は
為
さ
れ
な
い
。

か
く
慣
用
音
の
定
義
を
明
確
に
示
し
た
漢
和
辞
典
は
少
い
。
し
か
る
に
、

服
部
宇
之
吉

小
柳
司
氣
太

『
詳
解
漢
和
大
字
典
』
曾
［
山
房

一
九

一
六
、
以



下

『
詳
解
し

は
、
慣
用
音
に
つ
い
て
詳
述
し
た
初
期
の
文
献
で
あ

っ
て
、

し
か
も

「
慣
用
音
」
「
通
音
」
を
別
々
に
扱

っ
て
お
り
、
慣
用
音
に
独
自
の

定
義
を
与
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
以
下
で
見
る
よ
う
に
、
東
韻

一
等
字

「
通
」
の
呉
音

「
ツ
」
が
長
呼

化
し
た
も
の
な
ど
を

「
慣
用
音
」
と
し
、
反
切
音
に
基
く
が
常
用
の
字
音
と

し
て
通
用
す
る
も
の

（「農
ノ
ウ
」
「
適
テ
キ
」
な
ど
）
を

「
通
音
」
と
し
て

こ
れ
を
区
別
し
た
の
で
あ

っ
た
。
高
松
氏
に
よ
れ
ば
、
「
そ
の
両
者

の
差
異

は
、　
一
往
の
説
明
は
付
す
け
れ
ど
も
、
実
際
は
大
い
に
危
い
も
の
で
あ
る
」

（高
松

一
九
八
二
、
六
七
四
―
七
五
頁
）
と
い
う
事
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も

雑
多
な
字
音
を
努
め
て
整
理
し
よ
う
と
し
た
点
は
そ
れ
な
り
に
高
く
評
価
さ

れ
て
よ
い
。

そ
こ
で
、
そ
の
説
明
事
項
を
改
め
て
確
認
し
て
お
く
。
同
書
の
字
音
に
関

す
る
説
明
は
七
条
に
亙
る
が
、
最
後
の
第
七
条

（「唐
音

・
宋
音
」
を
説
い

た
も
の
）
以
外
は
慣
用
音
に
関
わ
り
が
有
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ

を
除
い
た
六
条
を
逐
次
見
て
行
く
。

そ
れ
ら
の
記
述
を
、
他
書
と
の
比
較
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

慣
用
音
の
定
義
自
体
も
大
略
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

２

）
「
ス
」
。
「
ッ
」
。
「
ユ
」
。
「
ル
」
の
父
音
と

「
ヰ
」
母
音
と
か
ら
成

る
子
音
は
∽
■
一
↓
の■
一
く
■
【）
ｒ
〓
】
で
、
∽
く
い
は

「
ス
ヰ
」
と

「
シ
」

と
の
中
間
の
音
、
↓
∽ヨ
い
は

「
ツ
ヰ
」
と

「
チ
」
、
く
モ
一
は

「
ユ
ヰ
」

と

「
ヰ
」
、
ｒ
く
【
は

「
ル
ヰ
」
と

「
り
」
と
の
中
間
の
音
が
生
ず
る
。

し
か
し
、
こ
の
中
間
音
は
我
が
國
の
語
音
に
適
し
な
い
の
で
、
古
末

「
ス
ヰ
」
も
し
く
は

「
シ
」
な
ど
の
何
れ
か

一
方
の
音
に
嚢
音
し
、
ま

ま
両
音
を
併
用
し
た
も
の
が
あ
る
。
左
表
に
よ
っ
て
そ
の
一
斑
を
知

っ

て
お
か
れ
た
い
。

端
　
楚
委
切
　
∽
ヨ
【　
ス
キ
　
シ

（端
摩
）
□

（※
入
）

一退
　
以
追
切
　
く
■
一　
ュ
ヰ

（遺
言
）

ヰ

追
　
陵
佳
切
　
↓
∽
く
い　
ツ
ヰ

（追
討
）

チ

累
　
力
委
切
　
ｒ
ヨ
　̈
ル
ヰ

（累
積
）

リ

●
印
を
加
え
た
音
は
古
末
通
用
の
正
音
で
、

を
採
り
、
従
来
の
字
書
の
如
く

「端
」
は

を
捨
て
、
「遺
」
は

「
ヰ
」
だ
け
と
っ
た
。

（遺
志
）
図

（※
平
）

□

（※
平
）

［幽

（※
上
、
黒
）

本
書
で
は
主
と
し
て
こ
れ

「
ス
ヰ
」
を
と
っ
て

「
シ
」

こ
の
第

一
条
の
意
味
す
る
所
は
、
止
摂
合
口
字

翁
韻
鏡
』
第
五

。
第

七

・
第
十
韓
合
口
音
）
の
合
口
性
を
表
記
な
い
し
発
音
に
反
映
さ
せ
る
か
否

か
、
と
い
う
事
で
あ
る
。
「
ス
ヰ
」
「
ツ
キ
」
「
ュ
ヰ
」
「
ル
ヰ
」
は
文
雄
以
来

の
字
音
仮
名
遣
い
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
満
田

（
一
九
二
〇
）
が
何

れ
も
論
難
し
、
そ
れ
ぞ
れ

「
ス
イ
」
「
ツ
イ
」
「
ユ
イ
」
「
ル
イ
」
を
正
し
い

仮
名
遣
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
確
か
に
平
安
期
以
降
の
字
音
資
料
に
は
、

「
ス
キ
」
「
ツ
ヰ
」
な
ど
は
さ
ほ
ど
多
く
は
見
出
さ
れ
な
い
。

そ
れ
で
も

一
概
に
は
無
視
し
得
な
い
の
で
、
佐
々
木

（二
〇
〇
四
）
は
そ

の
出
現
資
料
の
偏
り
に
着
日
し
、
「止
摂
合
口
字
を
ス
キ
等
と
す
る
こ
と
は
、

反
切

・
同
音
字
注
に
支
え
ら
れ
た
規
範
的
な
表
記
で
あ
」
り

（二
十
九
頁
）、

こ
れ
が
単
な
る
仮
名
づ
か
い
の
混
同
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
中
国
語
高
度

学
習
者
が
発
音
を
原
音
に
近
づ
け
る
た
め
の
工
夫
で
は
な
か
っ
た
か
と
述
べ



た
。
つ
ま
り
そ
こ
に
位
相
差
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

近
年
の
漢
和
辞
典
は
、
字
音
仮
名
遣
い
と
し
て
は

「
ヰ
」
な
い
し

「
ク

ヰ
」
の
み
に

「
ヰ
」
を
適
用
し
、
「
ス
キ
」
「
ツ
ヰ
」
な
ど
は
基
本
的
に
採
ら

（
７
）

な
い
方
針
で
あ
る
。

０
一）
入
聾
一
ク
の
字

の

「
フ
」
の
音

で
終
る
も
の
は
、
他

の
字

の
上

に
末
る
時
、
音
便
上
促
″
っ
て

「
ツ
」
と
な

っ
て
他
の
字
の
下
に
あ
る

時
、
又
は
軍
獨
の
場
合
に
は

「
ツ
」
と
嚢
音
し
な
い
の
を
原
則
と
す
る
。

し
か
し
後
の
者
も
誤
と
い
う
の
で
は
な
い
か
ら
し
て
、
暫
く
促
音
わ
″

と
し
て
こ
れ
を
匡
別
す
る
。

（本
音
）
　

　

（音
便
）　
　
　
　
（促
音
）

執
シ
フ
　
　
　
執
檀
シ
ツ
ケ
ン
　
固
執

コ
シ
ツ

墜
ア
フ
　
　
　
墜
迫
ア
ツ
ハ
ク
　
氣
墜
キ
ア
ツ

雑
ザ
フ
　
　
　
雑
誌
ザ
ツ
シ
　
　
混
雑

コ
ン
ザ
ツ

立
リ
フ
　
　
　
立
志
リ
ツ
シ
　
　
獨
立
ド
ク
リ
ツ

こ
の
よ
う
に

『
詳
解
』
は
、
唇
内
入
声
韻
尾

〔
ｏ
〕
が
語
末
で

「
ツ
」
と

な
る
も
の
を
慣
用
音
と
せ
ず
、
「
促
音
」
と
し
て
別
に
立
項
す
る
。
こ
れ
は

他
の
漢
和
辞
典
で
は
概
ね
慣
用
音
に
属
せ
し
め
て
い
る
。

し
か
し
同
書
で
も
徹
底
し
て
い
る
の
が
、
凡
例
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
な
い

が
、
実
は
舌
内
入
声
韻
尾

〔
一
〕
の
表
記
で
あ
る
。

〔
一
〕
の
字
音
と
し
て
の
仮
名
表
記
は
、
特
に
近
世
以
降
に
お
い
て
、
呉

音

「
チ
」
、
漢
音

「
ツ
」
が
不
文
律
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
脈
々
と
受
け
継
が

れ
、
『新
字
源
』
に
も

「
入
声
字

で
、
密

・
蜜
は
Ｏ
ミ
チ

。
Ｏ
ビ
ツ
が
正
し

い
の
を
ミ
ツ
と
読
む
類
の
漢
呉
音
混
合
の
例
も
は
な
は
だ
多
く
、
ミ
ツ
を
⑬

と
し
た
」
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。

と
は
云
え
通
時
的
に
眺
め
て
み
る
と
、
呉
音

「
チ
」
漢
音

「
ツ
」
と
い
う

仮
名
表
記
の
対
応
関
係
に
さ
し
た
る
根
拠
は
無
い
事
が
知
ら
れ
る
。
高
松

（
一
九
八
二
）
も
、
ま
ず

「
ご
く
大
雑
把
に
は
、
呉
音
チ
、
漢
音

ツ
と
は
云

え
る
」
（
〓

一七
頁
）
こ
と
を

一
往
認
め

つ
つ
も
、
「韻
尾
の
ツ

・
チ
だ
け
か

ら
は
、
漢
呉
音
の
判
断
は
出
来
な
い
。
そ
れ
を
含
む
全
体
の
音
形

（声
母
＋

韻
母
）
か
ら
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
〓

一〇
頁
）
と
注
意
を
喚
起

し
て
い
る
。

舌
内
入
声
の
仮
名
表
記
に
関
し
て
、
調
査
対
象
を
呉
音
資
料
に
限
定
し
て

孜
証
を
行

っ
た
の
が
林

（
一
九
八
〇
）
で
あ
る
。
林
氏
は
、
ま
ず

「
入
声
音

の
か
き
わ
け
に
、
先
行
す
る
直
前
の
母
音
が
重
要
な
や
く
わ
り
を
は
た
し
て

い
る
」
（五
十
八
頁
）
こ
と
を
示
し
、
そ
し
て
中
世
期
の
呉
音
内
部
に
お
い

て
、
舌
内
入
声
音
が

「
チ
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
か
ら

「
ツ
」
と
表
記
さ
れ

る
も
の
へ
と
漸
次
移
行
し
た
こ
と
を
明
ら
め
た
。
具
体
的
に
は
、
「―
チ
の

表
記
の
減
少
に
と
も
な

っ
て
、
―

ツ
の
表
記
は
、
お
く
よ
り
の
母
音
を
先
行

母
音
と
す
る
も
の
か
ら
、
ま
え
よ
り
の
母
音
を
先
行
母
音
と
す
る
も
の
ヘ

ー
ー

つ
ま
り
ヽ
ｃ
ヽ
↓
き

↓ヽ
き
ヽ
↓
お
ヽ
↓
ヽ
く

の
順
に
―
―
次
第
に
増
加
し
て

い
る
」
企
ハ
十
五
頁
）
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ

っ
た
。

だ
が
漢
和
辞
典
は
、
「
チ
」
「
ツ
」
の
対
立
を
機
械
的
に
呉
漢
音
の
対
立
相

と
看
倣
し
て
こ
れ
を
適
用
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
た
と
え
ば
屑
韻
並
母
字

「
別
」
の
呉
音
を

「
ベ
チ
」
、
漢
音
を

「
ヘ
ツ
」
と
し
、
両
者
の
混
清
で
あ
る



「
ベ
ツ
」
を

「漢
音

で
も
呉
音
で
も
な
い
も
の
」
即
ち

「慣
用
音
」
と
し
て

斥
け
ぎ
る
を
得
な
か

っ
た
訣
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
表
記
上
の
人
為
的
区
別

と
音
価
の
差
異
と
の
混
同
が
恣
意
的
に
為
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

Ｔ
し

「
シ
」

一
音
の
字
で
、
音
便
に
よ
っ
て

一‐
シ
イ
」
と
い
う
延
音
を

生
ず
る
も
の
が
あ
る
。
現
に
そ
の
延
音
だ
け
通
用
し
た
も
の
は
音
便
と

し
て
こ
れ
を
区
別
す
る
。

（本
音
）

（音
便
）

・
。　
　
　
　
　
　
（本
音
）

（音
便
）

拭
シ
　
拭
逆
シ
イ
ギ
ャ
ク
　
　
　
四
シ
　
四
時
シ
イ
ジ

詩
シ
　
詩
歌
シ
イ
カ

至
シ
　
至
徳
シ
イ
ト
ク

但
し

「
四
時
」
以
下
の
語
は
漢
文
で
、
本
音
に
従
っ
て
嚢
音
す
る
か

ら
、
本
書
に
は
す
べ
て
こ
れ
を
省
略
し
た
。

右
の
ほ
か
に
、
「
贔
員
ヒ
イ
キ
」
コ
］日貴

フ
ウ
キ
」
「夫
婦

フ
ウ
フ
」
「女
房

ニ
ョ
ウ
ボ
ウ
」
「
披
露
ヒ
ロ
ウ
」
な
ど
も
当
該
例
に
数
え
ら
れ
る
が
、
沼
本

氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は

「特
に
語
彙
音
形
と
し
て
日
本
側
の
理
由
で
生
じ

た
特
異
な
も
の
」
（沼
本

一
九
九
六
）
で
あ
り
、
ま
た

「
『
讀
み
癖
』
と
し
て

扱
わ
れ
、
大
勢
の
中
で
例
外
的
に
不
規
則
な
形
で
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
」

（沼
本

一
九
九
七
、
二
十
二
頁
）
と
い
う
。
原
田

（
一
九
八
九
）
も
、
こ
れ

ら
は

「
読
み
習
わ
し
」
と
し
て

「
慣
用
音
」
と
は
別
に
立
項
し
て
い
る
。
そ

し
て
や
は
り
、
飽
く
ま
で
熟
字
単
位
に
お
け
る

「特
殊
な
読
み
方
」
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
異
見
も
存
じ
、
岡
本

（
一
九
九

一
）
は

「
詩
歌
シ
イ
カ
』
『
夫
婦

フ
ウ
フ
』
の

『
詩
シ
イ
』
『
夫

フ
ウ
』
な
ど
を
軽
々

に
、
こ
の
熟
合
に
於
け
る
日
本
側
の
音
変
化
と
見
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

の
長
母
音
は
、
韻
鏡
の
解
釈
を
介
し
て
、
そ
の
源
流
を
中
国
中
古
音
に
求
め

る
事
も
出
来
る
」
（六
〇

一
頁
）
と
述
べ
た
。
当
該
音
を
純
粋
に
国
語
内

で

の
現
象
と
見
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
暫
く
留
保
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

さ
て

『詳
解
』
は
、
こ
れ
ら
の
字
音
は
右
の
如
く

「音
便

（延
音
と

と

し
て
扱

っ
て
い
る
が
、
実
際

に
本
文
を
確
認
す
る
と
、
「
女

ニ
ョ
ウ
」
は

「延
音
」
と
す
る

一
方
、
「夫

フ
ウ
」
は

「
一
音
」
な
る
枠
組
に
収
め
て
し
ま

う
の
で
、
そ
の
基
準
は
必
ず
し
も
明
確
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
い
は

「
夫

フ
ウ
」
を
単
字
の
音
形
と
し
て
認
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
定

か
で
な
い

（ヨ

音
」
に
は

「唯

ユ
ヰ
」
「
叛
ホ
ン
」
「夫

フ
ウ

。
ブ
」
な
ど

が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
定
義
も
詳
ら
か
に
さ
れ
な
い
）
。

と
ま
れ
、
慣
用
音
と
い
う
枠
組
を
設
け
る
に
せ
よ
廃
す
る
に
せ
よ
、
呉
音

や
漢
音
、
あ
る
い
は
唐
音
の
よ
う
に
体
系
を
な
す
も
の
の
ほ
か
に
、
そ
こ
か

ら
食
み
出
し
て
し
ま
う
こ
れ
ら
の
字
音
の
存
在
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

ら
を
い
か
に
扱
う
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
は
な
お
も
残
る
。

（四
）
漢

・
呉
音
が

「
ウ
」
列

一
音
の
場
合
に
音
便
で
延
音
を
生
ず
る

も
の
が
あ
る
。
し
か
し

一
律
に
は
行
か
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

慣
用
音
と
し
て
標
示
し
た
。

（漢
音
）
（呉
音
）
（慣
用
音
）

通
ト
ウ
　
ツ
　
　
　
ツ
ウ

遇
グ
　
　
ゴ
　
　
　
グ
ウ

（漢
音
）
（呉
音
）
（慣
用
音
）

数
シ
ユ
　
　
ス

　

ス
ウ



こ
の
条
は
通
摂

・
遇
摂
の
短
呼
と
長
呼
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
通

摂
東
韻

一
等
字
は
、
呉
音

「
ｕ
」
―
漢
音

「
ｏ
ウ
」
な
る
対
応
を
示
す
。
こ

（
９
）

れ
は
唐
代
に
お
け
る
１
等
重
韻
の
合
流

（東

“
じ

冬
ヽ
ｏ
ｔ

を
反
映
し
た
結

果
に
生
ず
る
対
立
相
で
あ
る
が
、
短
呼

（「
通

ツ
」
「
公
ク
」
な
ど
）
を
呉
音

と
認
定
し
た
為
に
、
そ
れ
か
ら
外
れ
る
長
呼
形

「
ｕ
ウ
」
は
慣
用
音
と
さ
れ

る
事
に
な
る
。
し
か
し
、
呉
音
が
短
呼
に
な
る
の
は
、
表
記
原
則
と
し
て
も

限
定
的
な
も
の
で

（た
と
え
ば
太
田
全
齋

『
漢
呉
音
国
』
の
東
韻

一
等
字
欄

に
さ
え
短
呼

の
音
形

は
無

い
）
、
高
松

（
一
九
八

二
）
も
、
「
ｕ
ウ
」
を

「
ｕ
」
と
共
に
呉
音
と
認
む
べ
き
旨
を
述
べ
る

（六
七
九
頁
）
。

従

っ
て
こ
の
点
は
次
第
に
修
正
さ
れ

つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
『
字
源
』
『
新
字

源
』
な
ど
は

「
通
」
字
に
つ
い
て
、
「
ツ
」
を
呉
音
と
し
、
「
ツ
ウ
」
を
慣
用

音
と
す
る
が
、
藤
堂
明
保

『
学
研
漢
和
大
字
典
』
（学
習
研
究
社

一
九
七
八
、

以
下

『
大
字
典
し

は

「
ツ
」
を
掲
出
せ
ず

「
ツ
ウ
」
の
み
を
呉
音
と
し
、

鎌
田
正

米
山
寅
太
郎

『
新
版
漢
語
林
』
（大
修
館
書
店

一
九
九
五
、
以
下

『漢
語
林
し
、
新
潮
社
編

『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』
（新
潮
社
三
〇
〇
七
、

以
下

『
漢
字
辞
典
し

な
ど
比
較
的
近
年
の
も
の
は
、
「
ツ
」
「
ツ
ウ
」
共
に

呉
音
と
認
め
る
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
遇
摂
虞
韻
字
は
、
短
呼
が
基
本
形
で
、
疑
母
字
の

「
遇
グ
ウ
」
な
ど

は
慣
用
音
と
認
め
る
こ
と
で
大
体

一
致
し
て
い
る
が
、
舌
歯
音
系
の
慣
用
音

認
定
に
問
題
が
有
る
。　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
『
詳
解
』
は
定
母
字

「
住
」
の

呉
音
を

「
ヂ
ユ
」
、
漢
音
を

「
チ
ユ
」
と
し
、
慣
用
音
を

「
ヂ

ユ
ウ
」
と
す

る

（多
く
の
辞
典
が
こ
れ
に

一
致
す
る
）
。
し
か
し

『
大
字
典
』
は
、
慣
用

音
枠
を
設
け
ず
、
「
ヂ

ュ
ウ
」
を
呉
音
と
す
る
。
同
書
は
日
母

（半
歯
音
）

字

「
乳
」
も
、
呉
音

「
ニ
ュ
ウ
」
漢
音

「
ジ

ュ
」
と
す
る
な
ど
、
「住
」
字

と
併
行
的
に
扱

っ
て
い
る

（フ
一
ュ
ウ
」
も
他
書
で
概
ね
慣
用
音
と
さ
れ
る
）
。

恐
ら
く
同
韻
内
の
舌
歯
音
系
に
は
、
端
母
字

「株
チ

ュ
・
シ

ュ
」
、
精
母
字

「主

ス

・
シ
ュ
」
な
ど
、
長
呼
の
掲
出
さ
れ
な
い
字
音

（『漢
語
林
』
は

「株

チ
ウ
」
を
漢
音
と
し
て
認
め
る
）
も
多
い
為
に
、
『
大
字
典
』
以
外

の
も
の

は
そ
れ
に
合
せ
て
形
式
を
整
え
、
長
呼
を
例
外
的
に
扱

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
「
シ
ウ
』
と

『
シ
ユ
』
と
は
、
表
記
の
ゆ
れ
と
し
て
許
容
さ
れ
う

る
も
の
で
あ
」
り
、
ま
た

「
『
チ
ユ
』
は

『
チ
ウ
』
の
表
記
上
の
ゆ
れ
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
」
（肥
爪
二
〇
〇

一
）
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
場

合
に
短
呼
形
が
必
ず
し
も

一
拍
で
発
音
さ
れ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、　
一
部
で
定
着
し
た
長
呼
を
敢
え
て
慣
用
音
と
し
て
掲
出
す
る
必
要

も
な
か
ろ
う
。

（五
）
漢

・
呉
音
の
別
な
く
、
又
音
韻
の
ち
が
い
に
開
せ
ず
、
世
間

一

般
に
通
用
し
た
音
は
す
べ
て
通
用
音
と
し
て
こ
れ
を
標
示
し
た
。

（原
立
３
　
　
　
（通
立じ
　
　
　
　
　
（原
立
じ
　
　
　
（通
立
３

（
イ
）
農
　
ド
ウ

（漢
音
）
ノ
ウ
　
（
口
）
適
　
セ
キ

（隔
韻
）
テ
キ

ノ
ウ

（呉
音
）
　
　
　
　
　
　
　
テ
キ

（錫
韻
）

（
イ
）
に
於

て
は

「力
農
」
は
卿
押
″
州
ゥ
で
あ
る
べ
き
に
漢
呉
音
混
同

し
て

「
リ
ョ
ク
ノ
ウ
」
と
嚢
音
し
、

曾

）
に
於

て
は

「
適
富
」
は
セ
キ
タ
ウ

（隋
韻
）
で
あ

る
べ
き

に

「
テ
キ
タ
ウ
」
と
嚢
音
し
て
い
る
類
。



こ
れ
は

（
イ
）
熟
字
単
位

で
字
音
の
雑
揉
を
生
ず
る
場
合
と
、
（
口
）
両

音
字
の
字
義
と
字
音
の
対
応
が
そ
ぐ
わ
な
い
場
合
と
に
分
け
て
説
い
て
い
る

が
、
何
れ
も
常
用
の
字
音
が

一
本
化
さ
れ
た
結
果
と
し
て
生
ず
る
現
象
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
漢
音
か
呉
音
の
何
れ
か
に
属
す
る
も
の
だ
か
ら
、
『
詳
解
』

で
は

「
通
音

（通
用
音
と

と
し
て
慣
用
音
と
は
区
別
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し

（
口
）
は
、
そ
の
他
の
漢
和
辞
典
で
は
慣
用
音
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。

慣
用
音

の
定
義
を
拡
大
解
釈
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
に
従
来

「
漢
音
」

「
呉
音
」
と
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
ま
で
慣
用
音
に
押
込
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
為
、
却

っ
て
複
雑
多
岐
に
な
る
の
で
あ
る
。
慣
用
音
が

一
時
は
増
加
傾

向
に
あ

っ
た

（高
松

一
九
八
二
、
六
七
五
―
七
六
頁
）
の
は
、
か
か
る
定
義

の
拡
大
も
関
与
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
。

盆
ハ
）
反
切
と
交
渉
な
く
古
末

の
讀
み
癖
″
、
又
は
世
俗

の
誤
讀

に

よ

っ
て
現
在
適
用
し
て
い
る
音
は
、
皆
慣
用
音
と
し
て
こ
れ
を
匡
別
し

た
。

（正
音
）
（慣
用
音
）
　

　

　

　

（正
音
）
（慣
用
音
）

○
讀
み
く
せ
の
例
　
話
ク
ワ
　
　
ワ
　
○
誤
讀
の
例
　
輸
シ
ユ
　
　
ュ

「話
」
は
夫
韻
所
属
字
で
あ
る
か
ら
、
「
ク
ワ
」
音
は

「佳
力
」
「卦
ク
ワ
」

の
如
き
、
佳
韻
の
麻
韻
へ
の
合
流
を
示
す
音
形
と
は
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な

る
ま
い

（註
３
参
看
）。
ま
た

「
ワ
」
音
は
、
高
松

（
一
九
八
二
）
に
よ
る

と
、
厘
母
を
脱
し
た
唐
音
形
で
あ
る
と
い
う
事
に
な
る

（七
二
四
―
三
〇

頁
）
。い

わ
ゆ
る

「読
み
癖
」
の
類
も
呉
音
や
漢
音
、
唐
音
な
ど
に
解
消
出
来
る

場
合
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
個
別
的
に
正
し
て
ゆ
く
外
は
な
い
。

四
　
結
び

慣
用
音
の
定
義
に
は
、
狭
義
の
も
の

（主
と
し
て
類
推
等
に
よ
る
訛
音
）

と
広
義
の
も
の

（慣
用
的
呉
音

・
慣
用
的
漢
音
ま
で
を
も
含
む
）
と
の
二
種

が
あ
り
、
世
間

一
般
に
は
前
者
が
通
用
し
て
い
る
。
後
者
は
漢
和
辞
典
内
に

お
け
る
定
義
で
あ
る
が
、
そ
の
定
義
の
詳
細
は
特
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
に

も
拘
ら
ず
、
辞
典
に
よ

っ
て
相
当
な
ゆ
れ
が
あ
る
。

特
に
ゆ
れ
の
生
ず
る
要
因
は
、
短
呼

。
長
呼
に
対
す
る
認
識
に
あ

っ
た
り
、

各
辞
典
の
ス
タ
ン
ス
ー
ー
慣
用
音
の
個
別
的
批
判
論
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
同
摂

。
同
韻
内
で
徹
底
し
た
処
理
を
行

っ
て
い
る
か
ど
う
か

な
ど
―
―
に
あ

っ
た
り
す
る
。

そ
の

一
方
で
、
大
体
の
辞
典
で
適
用
さ
れ
る
規
範
が
あ
る
。
そ
れ
は
例
え

ば
、
全
濁
字

の
清
濁

（呉
音
は
濁
り
漢
音
は
清
む
）
や
、
Ｔ

〕
入
声
の
書

き
分
け

（呉
音

「
チ
」
漢
音

「
ツ
し

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
両
者
と
も
に
、

（個
別
的
に
は
適
用
出
来
る
と
し
て
も
）
決
定
的
な
根
拠
は
な
い
と
も
言
え

る

（本
稿

で
は
触
れ
得
な
か

っ
た
が
、
魚
韻
二
等
歯
音
を
呉
漢
音
と
も
に

「
シ
ョ
」
、
二
等
歯
音
は
声
母

の
変
化
を
反
映
さ
せ
て
呉
音

「
シ
ョ
」
漢
音

「
ソ
」
と
す
る
の
も
か
な
り
徹
底
し
て
い
る
）
。

さ
ら
に
、
慣
用
音
を
単
な
る
音
形
の
問
題
と
し
て
処
理
出
来
な
い
の
は
、

両
読
字
の
常
用
音
が
慣
用
音
に
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
為
で
あ
る
。

つ
ま
り



慣
用
音
は
、
汎
く
運
用
面
に
跨
る
場
合
が
有
る
。
こ
の
こ
と
が
慣
用
音
を
複

雑
な
も
の
に
す
る
原
因
と
な

っ
て
い
る
が
、
仮
に
そ
れ
ら
の
音
を
全
て
除
去

し
た
後
に
も
、
さ
ら
に
分
類
不
可
能

（由
来
不
明
）
の
音
は
残
る
。
そ
れ
こ

そ
正
に
、
「
慣
用
音
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「慣
用
音
論
い
ま
だ
し
」
（湯
沢

一
九
八
七
）
の
状
況
は
、
現
在
も
な
お
続

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

圧̈（１
）

高
松

（
一
九
九
三
）
は
、
便
宜
的
に
は

「慣
用
音
」
の
呼
称
を
認
め
る
。

た
と
え
ば
非
母
字

「不
」
字
が

「ブ
」
と
読
ま
れ
る
の
は
、
室
町
期
頃
に

「無
」
字
と
混
清
を
生
じ
、
濁
音
減
価
意
識
と
の
関
わ
り
も
あ
っ
て
広
ま
っ

た
と
解
釈
し
て
お
り
、
「不
ブ
」
を
差
当
た
り

「慣
用
音
」
と
呼
ん
で
い
る
。

併
し
、
「輸
ユ
」
「娘
ラ
ウ
」
な
ど
の
諧
声
符
読
み
は
漢
音

。
呉
音
と
い
う
認

識
の
も
と
で
流
通
す
る
の
で
あ
っ
て
、
「彼
上
の
音
を
基
準
と
」
し
た
な
ら

ば
、
「誤
読

・
誤
認
の
儘
に
」
入
り
込
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い

（高
松

一
九

八
二
、
六
八
三
頁
）、
と
す
る
。

（２
）

藤
堂

（
一
九
五
九
）
に
よ
れ
ば
、
「漢
音
で
は
３

に
終
る
ば
あ
い
に
も
、

時
に
は

『門
モ
ン
』
『年
ネ
ン
』
の
よ
う
に
鼻
音
を
残
す
こ
と
が
あ
」
る

（八
十
九
頁
）
と
い
う
。
ま
た

『新
字
源
』
に
は
、
「呉
音
で
マ
・
ナ
行
子
音

で
始
ま
る
の
は
漢
音
で
バ
・
ダ
行
子
音
と
な
る
。
こ
の
原
則
ど
お
り
な
ら
ば
、

明
Ｏ
ミ
ョ
ウ

（ミ
ャ
ウ
）
は
〇
ベ
イ
の
は
ず
で
あ
り
、
メ
イ
と
よ
む
の
は
誤

り
と
な
る
。
メ
イ
が
か
え
っ
て
正
し
い
漢
音
だ
と
の

（有
坂
氏
）
説
は
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
お
お
む
ね
慣
用
音
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
本
書
で
も
メ
イ
を

〇
と
す
る
」
と
あ
り
、
慣
用
音
の
保
守
的
な
性
格
が
伺
い
知
ら
れ
る
。
し
か

し
実
際
に
辞
典
類
を
披
見
す
る
と
、
服
部
宇
之
吉
ほ
か

『詳
解
漢
和
大
字

典
』
は

「名

（
メ
イ

・
ミ
ャ
ウ
）
鳴

（ベ
イ

・
ミ
ャ
ウ
・
慣
用
音
メ
イ
）
明

（
ベ
イ

・
ミ
ャ
ウ
・
慣
用
音
メ
イ
）
冥

（
ベ
イ

・
ミ
ャ
ウ
。
慣
用
音
メ
イ
と
、

簡
野
道
明

『字
源
』
は

「名

（
メ
イ

・
ミ
ャ
ウ
）
鳴

（
メ
イ
）
明

（
メ
イ

・

ミ
ャ
ウ
）
冥

（
ベ
イ

・
ミ
ャ
ウ

・
通
音
メ
イ
と

（何
れ
も
漢
音

・
呉
音
の

順
）、
と
不
徹
底
で
あ
る
事
が
判
る
。

（３
）

夫
韻
字
の

「
ａ
」
形
は

「話
ワ
・
ク
ワ
」
に
限
っ
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ

り
、
沼
本

（
一
九
九
七
）
は
佳
韻
字
と
併
行
的
に
扱
う
こ
と
を
留
保
し
て
い

る

（三
五
七
頁
）。
因
み
に
、
漢
音
系
資
料
の
金
剛
寺
本

『遊
仙
窟
』
（元
亨

元
年
書
写
）
に
は
、
「佳
力
」
「卦
ク
ワ
」
は
現
れ
る
が
、
「話
」
字
の
付
音

は

「
ク
フ
イ
」
で
、
後
接
母
音
を
脱
落
さ
せ
な
い
。
「話
」
字
に
つ
い
て
は

第
三
章
で
も
触
れ
る
。

（４
）

但
し
、
「輸
ユ
」
を
、
労

「楡
」
の
正
則
的
な
音
変
化
を
反
映
し
た

「立

派
な
呉
音
形
」
と
捉
え
る
見
方

（沼
本

一
九
九
七
、　
一
九
四
頁
）
も
あ
る
。

（５
）

特
に
梗
摂
に
お
い
て
は
、
直
音
の
庚
耕
青
韻
ま
で
呉
音
が
拗
音
形

「
ｉ
ヤ

ウ
」
で
出
現
す
る

（庚
韻
二
等
字
、
耕
韻
字
の
一
部
は
直
音
の
ま
ま
）。
蟹

摂
や
梗
摂
の
呉
音
形

「
ａ
イ
」
は
体
系
的
に
纏
ま
っ
て
出
現
す
る
の
で
、
呉

音
特
有
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
中
国
原
音
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
は
現
下
の
と

こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

「六
朝
の
朝
鮮
漢
字
音
が
つ
か
め
ぬ
か
ぎ

り
、
恐
ら
く
解
決
で
き
ま
い
」
（藤
堂

一
九
五
九
、
九
十
二
頁
）
と
も
さ
れ
、

朝
鮮
方
音
と
の
関
わ
り
も
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
蟹
摂
の

「
ａ
イ
」
音
形
に

関
し
て
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
の
甲
乙
の
区
別
が
無
い
音
節
に
出
現
す
る

漢
字
の
音
に
限
ら
れ
る
た
め
、
国
語
内
の
問
題
と
す
る
説
が
あ
る

（高
松

一

九
八
二
、
四
八
八
―
五
〇
六
頁
な
ど
）。

（６
）

だ
が
、
太
田
全
齋

『漢
呉
音
固
』
（文
化
十
二
年
頃
成
立
）
の
如
く
、
必

要
以
上
の
小
枠

翁
通
音
」
「韓
音
」
「質
音
」
「尾
音
」
「省
呼
」
「俗
音
」

「便
習
」
「訛
音
し

を
設
け
て
し
ま
う
と
、
却
っ
て
煩
雑
に
な
る
。
「通
音
」

の
術
語
と
し
て
の
淵
源
も
こ
の
辺
り
に
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
栗
田
寛
の

「井
上

（毅
―
引
用
者
）
文
部
大
臣
の
間
目
に
答
ふ
」
（明
治
二
十
六
年
）
に
、

「漢
字
の
正
音
に
つ
く
へ
し
と
な
ら
ば
古
の
音
博
士
の
わ
ざ
に
習
ひ
て
キ
を



ク
ヰ
、
ケ
を
ク
ヱ
な
と
書
わ
く
へ
し
と
あ
れ
と
こ
の
キ
を
ク
ヰ
と
云
は
拗
音

な
れ
と
も
ケ
を
ク
ヱ
と
云
ふ
は
通
音
に
て
正
音
に
は
あ
る
へ
か
ら
す
」
と
あ

り
、
「正
音
」
に
対
置
す
る
用
例
が
見
ら
れ
る
。
沼
本

（
一
九
九
五
）
に
、

「宣
長
の
時
代
に
は
、
音
韻
愛
化
の
結
果
、
ク
ヰ

（府
モ
じ

↓
キ

（府
し
、
ク

ヱ

（府
て
０
）
↓
ケ

（Ｆ
）
と
愛
化
し
て
し
ま
い
、
ク
ヰ

・
ク
ヱ
型
の
合
拗

音
は
全
く
音
韻
と
し
て
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
一
〇
七
頁
）
と
あ
る
が
、

当
時

「
ク
ヰ
」
は
未
だ
辛
う
じ
て
拗
音
と
し
て
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（７
）

脂
韻
合
□
喩
母
三
等
字

「位
」
「帷
」
等
の
音
を
字
音
仮
名
遣
い
で

「
ヰ
」

と
す
る

（喩
母
四
等
字
は
呉
音
系
で

「
ユ
イ
し

の
は
、
ど
の
漢
和
辞
典
で

も
同
様
だ
が
、
同
摂

（止
摂
）
内
の
牙
音
系
、
た
と
え
ば

「危
ギ
」
（支
韻

疑
母
二
等
、
次
濁
字
だ
か
ら

「
キ
」
は

「慣
用
音
」
に
な
る
）
や

「鬼
キ
」

（微
韻
見
母
二
等
）
を

「グ
ヰ
」
「
ク
ヰ
」
と
す
る
辞
典
は
限
ら
れ
る
よ
う
で

あ
る

（『学
研
漢
和
大
字
典
』
が
そ
の
例
外
的
存
在
で
あ
る
）。
ま
た

『新
潮

日
本
語
漢
字
辞
典
』
（新
潮
社
三
〇
〇
七
）
は
、
「昭
和
二
十
年
代
ま
で
実
際

に
行
わ
れ
て
き
た
」
（満
田
の
批
判
後
も

「
ス
ヰ
」
な
ど
は
暫
く
改
め
ら
れ

な
か
っ
た
）
こ
と
を
理
由
に
、
「水
ス
ヰ
」
「墜
ツ
キ

・
ズ
ヰ
」
な
ど
を
掲
出

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
く
歴
史
的
な
事
情
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
「整
合
性
」
を
重
視
す
る
か

「有
用
性
」
を
重
視
す
る
か
で
、
字
音

仮
名
遣
い
の
扱
い
も
自
ず
と
異
っ
て
来
る
よ
う
で
あ
る
。

（８
）

た
と
え
ば
珠
光
編

『浄
土
二
部
経
音
義
』
（天
正
十
八
年
頃
成
立
）
は
、

漢
音

。
呉
音
を
併
記
し
た
音
義
書
で
あ
る
が
、
そ
の
舌
内
韻
尾
の
仮
名
表
記

は
、
呉
音

・
漢
音
の
別
に
拘
ら
ず
、
核
母
音
と
の
関
係
で
次
の
よ
う
し
不
さ

れ
て
い
る
。

〔
”
〕
‐
チ
　
‐７
例

（ｏド

「月
グ
ヮ
チ
音
」
「脱
ダ
チ
音
し

―
ツ
　
４
例

（ｏ
ド

「末
バ
ツ

マ
ツ
音
し

〔
】
〕
‐
チ
　
２２
例

（ｏ
ｒ

「畢
ヒ
チ
音
」
「失
シ
チ
音
し

―
ツ
　
４
例

（Φド

「佛
ヒ
ツ
音
」
「尼
デ
ツ
音
し

〔
」
〕
，―
チ
　
無
し

―
ツ
　
７
例

（ｏ
ド

「佛
ブ
ツ
音
」
「屈
ク
ツ
音
し

〔
０
〕
‐
チ
　
３７
例

（ｏ
ド

「滅
ベ
チ

メ
チ
音
」
「潔
ク
エ
チ
音
し

―
ツ
　
３
例

（ｏ
ド

「涅
デ
ツ

ネ
ツ
音
し

〔
ｏ
〕
―
チ
　
無
し

‐
ツ
　
‐９
例

（累
　
「数
コ
ツ
音
」
「弗
ホ
ツ
音
し

以
上
の
如
く
、
核
母
音
が

〔
“
〕
な
い
し

〔
ｏ
〕
で
あ
る
場
合
、
韻
尾
を

「
チ
」
と
表
記
し
た
も
の
が

一
例
も
存
し
な
い
こ
と
が
目
を
引
く
。
ま
た
、

先
行
母
音
が

〔
”
〕
Ｔ

〕
〔
２

の
何
れ
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
韻
尾
を

「
ツ
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
有
る
に
は
有
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
「末
バ
ツ

マ

ツ
立星

「湿
デ
ツ

ネ
ツ
音
」
な
ど
の
よ
う
に
、
同

一
項
目
内
に
集
中
し
て
現

れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
ら
は
不
注
意
ゆ
え
に
混
じ
て
し
ま
っ
た
例

と
看
倣
し
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。
つ
ま
り
当
該
例
は
、
表
記
上
の
規
範
と
し

て
は
元
来

「
チ
」
と
書
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
発
音
は

「
ツ
」

で
あ
る
た
め
に
、
斯
か
る
処
理
が
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お

『浄
土
二
部
経
音
義
』
に
は
、
鼻
音
韻
尾
の
仮
名
表
記
に
も
独
自
の
人

為
的
処
理
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
心
積

り

も

あ

る

。

（９
）

「開

。
合
を
同
じ
く
す
る
１
等
韻
が
同
摂
内
に
２
つ
あ
る
も
の
を

〈
１
等

重
韻
〉
と
い
う
」
（平
山

一
九
六
七
、　
一
五
九
頁
）。
蟹
摂
暗
灰
泰
韻
、
咸
摂

軍
談
韻
も
同
時
期
に
合
流
し
た
と
見
ら
れ
る
。

（１０
）

但
し
山
母
字

「数
ス
ウ
」
（漢
音

「
ス
」
の
長
呼
）
は
、
『大
字
典
』
も
慣

用
音
と
し
て
扱
う
。
長
呼
と
短
呼
が
問
題
に
な
る
も
の
と
し
て
は
、
他
に
流

摂
尤
侯
韻
が
あ
る
。
尤
侯
韻
は
、
呉
音

「
と
、
漢
音

「
１
ウ
」
「
ｏ
ウ
」

（唇
音
字
は
や
や
例
外
的
）
と
、
漢
音
は
唐
代
の
明
確
な
二
重
母
音
化
を
反

映
し
て
示
さ
れ
る
。
尤
韻
字
に
つ
い
て
の
み

一
例
挙
げ
て
お
く
と
、
並
母
字

「負
」
の
字
音
は
、
只
旦
ｏ

ブ

（漢
）
フ
ウ

（慣
）
フ
」
翁
字
源
』
『大
字

典
』
『漢
字
辞
典
し

と
、
只
呉
）
ブ

（漢
）
フ
」
翁
新
字
源
』
『漢
語
林
し

と
に
大
別
さ
れ
る
。
全
濁
字
の
呉
漢
音
に
お
け
る
清
濁
の
対
応
は
や
は
り
両



者
に
共
通
す
る
が
、
尤
韻
字
の
場
合
は
、
韻
母
の
変
化
を
重
視
す
れ
ば
前
者

が
、
呉
音
と
の
整
合
性
を
重
視
す
れ
ば
後
者
が
導
出
さ
れ
る
事
に
な
る
。
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字
音
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
か
な
表
記
に
つ

い
て
」
『国
語
学
』
第
百
二
十
二
集

肥
爪
周
二

（二
〇
〇

一
）
「
ウ
列
開
拗
音
の
沿
革
」
『訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第

一

〇
七
輯

平
山
久
雄

（
一
九
六
七
）
「中
古
漢
語
の
音
韻
」
『中
国
文
化
叢
書
１

一一呈
置

大

修
館
書
店

満
田
新
造

（
一
九
二
〇
）
「
ス
キ
」
「
ツ
ヰ
」
「
ル
ヰ
」
の
字
音
似
名
遣
は
正
し
か

ら
ず
」
『国
学
院
雑
誌
』
第
二
十
六
巻
第
七
号
、
『中
國
音
韻
史
論
考
』

朋
友
書
店

一
九
九
七
所
収

湯
沢
質
幸

（
一
九
八
七
）
「漢
字
の
慣
用
音
」
佐
藤
喜
代
治
編

『漢
字
講
座
＝
３

漢
字
と
日
本
語
』
明
治
書
院

原
田
種
成

（
一
九
八
九
）
『漢
字
小
百
科
辞
典
』
三
省
堂

若
松
由
美

（
一
九
九
九
）
「
日
本
漢
字
音
に
お
け
る
慣
用
音
の
研
究
」
『神
田
外
語

大
学
大
学
院

言
語
科
学
研
究
』
第
五
号

（
は
と
の

。
け
い
す
け
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


